
 
 

令和８年１０月定例記者会見 

■日時：１０月５日（月） 午後１時３０分 

■場所：４階特別会議室 

 

〇会見項目 

《施策》 

１． 令和８年「まちづくり実践サミット」への参加 （市街地活性課） 

２． 本州四端協議会の取組みと本州四端首長交流会議への参加 （交流推進課） 

３． 公園の活用促進のための社会実験の実施 （都市整備課） 

４． セーフタウン宮古ドライブコンテストの実施 （くらし安全課） 

 

《催事等》 

１． 10～11月の客船寄港 （観光課） 

２． 第 75回田老地区体育大会 （田老総合事務所） 

３． 

産業支援講演会 

「あなたの“当たり前”を、欲しがっている人がいる  

～南部美人・久慈浩介氏が語る地元の価値の見つけ方～」 

（商業振興課） 

４． 重茂小学校創立 150周年記念式典 （学校教育課） 

５． 

イーストピアみやこでの４イベント同時開催 

（脱炭素フェスタ・市民交流まつり 

公共交通まつり・三陸鉄道宮古車両基地まつり） 

（エネルギー推進課） 

（地域づくり推進課） 

（政策推進課） 

６． 第 40回新里まつり （新里総合事務所） 

７． ベースボールファイブ（Baseball5）交流会 （スポーツ文化課） 

８． WCBF野球体験教室 （スポーツ文化課） 

９． 田老のハロウィンイベント「タロウィン」 （田老総合事務所） 

10． 第 27回崎山貝塚縄文まつり （スポーツ文化課） 

 

《その他》 

１． 宮古市役所市長室のトレイルオアシス登録 （観光課） 

 

 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

 



 
 

〇記者との質疑 

 

≪施策１．令和８年「まちづくり実践サミット」への参加≫ 

岩手日報 

東北地区の代表として参加することとなった経緯は。また、宮古市としては今回が初参加か。 

市長 

主催者である都市計画協会からお声がけいただいたものです。現在、本市が進めている宮

古駅前再整備の取組に関心を持っていただき、取り上げていただいたものと認識しています。 

このサミットは令和４年度から開催されており、宮古市としては今回が初めての参加となり

ます。 

 

 

≪施策３．公園の活用促進のための社会実験の実施≫ 

テレビ岩手 

ラジコンコースの設置・運営を行う NPO 法人エムジョイはどのような団体か。また、現在の

準備状況は。 

市長 

NPO 法人エムジョイは、市内で主に子どもたちに体を動かす場を提供する活動を行ってい

る団体です。様々な遊具などを所有し、市民交流センター等でのイベントにも参加しています。 

今回は同団体からラジコンコースを運営したいとの提案をいただいたものです。現地の草刈

りは終了しており、現在はコース整備に必要な材料の準備を進めていると聞いています。コー

スはフラットなオフロードコースを予定しています。 

 

 

≪催事６．第４０回新里まつり≫ 

テレビ岩手 

今年の新里まつりの見どころは何か。 

市長 

今年の見どころとしては、歌手の漆原栄美子さんと小田代直子さんの師弟共演によるステ

ージイベントや地元農産物の直売のほか、大人気の釣り堀では、例年のニジマスに加え、閉伊川

漁業協同組合様のご協力により、ヤマメ、イワナの放流を予定しています。 

 

 

≪催事１０．第２７回崎山縄文まつり≫ 

NHK 

出店コーナーにはどのような出店を予定しているか。 

市長 

地元農家による農産物の販売のほか、小麦工房アトリエやみやこワーク・ステーションなどの

出店を予定しています。 

 



 
 

≪その他１．宮古市役所市長室のトレイルオアシス登録≫ 

岩手日報 

市長室で提供するサービスはどのようなものか。休憩スペースはどこを利用することになる

のか。 

市長 

私が在室している場合には、市長室に入っていただき、景色を楽しんでいただくことを想定

しています。不在の場合には、応接室を休憩スペースとして利用いただく予定です。 

 

朝日新聞 

市長室をトレイルオアシスに登録した狙いや、利用者をどのようにもてなしたいと考えてい

るか。 

市長 

応接室には宮古市の特産品などを展示しており、そうしたものも見ていただきたいと考えて

います。また、実際に歩いてみたハイカーの皆さんの体験や感想をぜひお聞きしたいと思って

います。 

市長室を含め、市内のトレイルオアシスは７１施設となりましたが、宮古市内だけでなく、みち

のく潮風トレイルの沿線全体にさらに広がってほしいとの思いから提案しました。民間事業者

にとっても、自社の魅力の PR や社会貢献につながる取組だと考えており、今後さらに登録が

広がることを期待しています。 

 

 

≪その他２．AstroX株式会社による放球実験実施について≫ 

読売新聞 

10月、11月に予定されている放球実験について、実施日が決まった場合はどのように周知

するのか。 

市長 

事業者から情報提供を受けた後、市からも記者クラブに情報提供します。事業者側の発表と

合わせる形で、市としてもリリースしたいと考えています。 

 

 

≪その他３．みちのく潮風トレイルウォーク in宮古について≫ 

読売新聞 

９月２７日に開催されたみちのく潮風トレイルウォークのイベントを終えて、市長の感想や参

加者の反応は。また、今後、トレイルをどのように活用していく考えか。 

市長 

イベントには４３６人の方に参加いただき、東京など遠方から参加された方もいらっしゃいま

した。参加者からは、浄土ヶ浜周辺の景観や歩きやすさが良かったとの声をいただいています。 

今後は、より多くの方にトレイルに親しんでいただける環境をつくっていきたいと考えてい

ます。これからの時期はクマ対策などへの安全面にも配慮する必要があることから、藤の川周

辺から赤前の運動公園までの防潮堤なども、景観を楽しみながら歩ける場所の一つではない



 
 

かと考えています。また、著名な方と一緒に歩く企画など、人が集まる取組も検討しながら、ト

レイルに親しむきっかけを増やしていきたいと思っています。 

 

 

≪その他４．三陸鉄道の経営状況について≫ 

岩手日報 

三陸鉄道の単年度赤字が過去最大となる見通しや、乗客数が大幅に減少している現状につ

いてどのように受け止めているか。また、本社所在地である宮古市として、今後どのように協

力していく考えか。 

市長 

１億円を超える単年度赤字は、非常に大きな課題だと認識しています。本社所在地である宮

古市として、これまでも三陸鉄道と意見交換を重ねており、取締役会後にも様々な提案を行っ

ています。 

人口減少が進む中、運賃収入だけで経営を改善していくことは難しいと考えています。赤字

幅を圧縮していくためには、自社だけで取り組むのか、外部の力や実際に経営改善に取り組ん

だ方々の知見を活用するのかなど、様々な方法を検討する必要があると考えています。宮古市

としては、三陸鉄道が今後も事業を継続していくことを前提に、協力できることには協力して

いきます。以前、三陸鉄道の社長にも、自治体との接点を増やし、地域を回りながら一緒に取り

組む内容を積極的に提案してはどうかとお話ししました。沿線自治体との協力体制を強化して

いくことも、今後の課題の一つだと考えています。 

 










































































